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東
北
大
学
関
東

平
成
二
十
年
度

同
窓
会

東
連
合
総
会
開
催

演 馨 午 雲 更 拿 券 運 電 次 曇 管 雪 磐 ふ 拝 午 だ 当 力 平
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照
井
先
生
は
、

レ
ル
ギ
ー
を
テ
ー

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

床
教
育
研
究
に
励

一
方
、
サ

ツ
カ

数
は
日
大
で
の
五

ら
指
導
の
賜
物
と

の
こ
と
で
し
た
。

十
二
の
医
学
部
の

よ
り
早
く
得
る
こ

な
る
こ
と
も
経
験

午
後
六
時
か

学
総
長
を
二
期

術
振
興
会
理
事

に
盛
り
上
が
り
ま

ア
フ
タ
ー
デ
イ

リ
、
本
年
の
余
興

術
を
披
露
す
る
こ

，
　
　
一”

　̈
一
‐―‐
一
　

‐―

一り

　

Ｔ
¨

・　
一　

一
「

．「

　

一
一

に
一

そ
の
後
、
出

各
位
か
ら
近
況
報
告
も
行
わ
れ
、
最
後
に
、

・一・
一

一一一・
．

． 　

．

一一

、
一

一
一

今
後
に
向
け
て
決
意
を
述
べ
て
閉
会
し
た
。

関
東
連
合
会

会
長
　
押
田
茂
責

（文
責
）

ホ

■

一
■

■
■

」
ｒ
　

・

二
千
円
）
を
未
納
の
か
た
は
本
紙
四
面
掲

納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
在
籍
中
は
皮
膚
の
免
疫

・
炎
症

・
ア

に
研
究
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
大
学
で
は

で

「良
き
臨
床
医
の
育
成
」
の
た
め
臨

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

で
は
両
柱
で
十
．〕
■
卜
■
■
■
た
■
●
性
路

含
め
て
合
計
人
回
に
上
が
り
、
Ｏ
Ｂ
か

の
言
葉
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
と

に
仙
台
で
は
経
験
で
き
な
い
首
都
圏
に
あ
る

る
仕
事
に
関
し
て
、
最
先
端
の
知
識
を

が
で
き
、
新
薬
の
知
見
で
も
指
導
的
立
場
に

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

場
所
を
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
東
北
大

に
努
め
、
四
月
ょ
り
独
立
行
政
法
人
日
本
学

就
任
し
た
里
見
進
先
生
も
参
加
さ
れ
、
大
い

た
。
―
の
催
し
は
、
例
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
異
な

し
て
、
会
長
が
専
門
と
し
て
い
る

（？
）
奇

が
役
員
会
で
決
定
さ
れ
た
の
で
、
里
見
先
生

い
を
兼
ね
た
マ
ジ
ツ
ク
を
披
露
し
た
。
（本
紙

写
真
等
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）

関東風陵だより



写真上は、春季総会にご出席の先生方の集合写真
二列目右から岩瀬 光幹事長 その隣、押田茂賞
会長
最後列 右端 講演の照井 正先生

目
園
臼
旧
削
囲
出

着
手
２
０
１
９
年
開
催
の

『関
東
募
革
ム
こ

に
募
か
し
て
下
さ
い
…

２
０
１
９
年
３
月
９
日

（土
）
午
後
６
時
３
０
分
「
飯
田
橋
駅
西
日
下
車

飯
岡
橋
ビ
ル
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
ビ
ル
２
０
階
の

フ
癬
露
置

に
て
、

ヨ

東
艮
陵
若
手
〈こ

を
開
催
し
ま
す
。

既
ヽ

住
所
が
分
か
っ
て
い
る
方
に
は
、
１
月
に
案
内
状
を
出
し
ま
す
が

ま
だ
案
内
が
来
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
幹
事
長
岩
瀬
光

（昭
和
５
９
年
卒
）

ま
で
、
メ
イ
ル
で
連
絡
し
て
、一住
所
等
を
教
え
て
下
さ
い
。
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第
二
十

一
口
　
負
陵
同
窓
会
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
¨

ダ
卸
纂
≒
鮮
攪
年報告
一

飯
髪

女

一和
４
９
年
卒
）

く
の
集
ま
り
が
あ
る
の
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
多
数
の
ご
参
加
が
あ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

東
京
の
パ
ー
テ
イ
ル
ー
ル
ー
Ｆ
は

解
放
的
な
窓
か
ら
皇
居
日
前
に
広

が
り
、
と
て
も
美
し
い
素
晴
ら
し

い
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
の
会

で
し
た
。
来
年

（２
０
１
９
年
）

の
女
性
医
師
部
会
定
例
会
は
現
在

の
と
こ
ろ
、
七
月
六
日

（土
）
に

開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
場
所
等
具
体
的
な
こ
と

は
未
定
で
す
が
、
魅
力
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
準
備
し
た
い
と
思
つ
て

お
り
ま
す
。
是
非
例
会
に
は
多
数

の
女
性
医
師
の
ご
参
加
を
お
願
し

た
い
と
思
い
ま
す
っ

＊
写
真
上
は
、
女
性
医
師
部
会

（七
月

七
日
開
催
）
に
出
席
の
女
性
医
師
先
生

方
の
集
合
写
真

出
東
員
陸
同
窓
会
・女
性
Ｌ
一昨

今
年
（２
０
１
８
年
）

部
会
と
称
し
て
お
り

一
般
的
で
す
の
で
名

で
第
一
一十

一
回
を
迎
え
ま
し
た
。
ン」れ
ま
で
は

ず
，　
二

●
´
、
‐――‥
４
′
一
（
女

●
■

■
一

〓
，
一

女

＝
」

称
の
変
虹
を
提
案
致
し
ま
し
た

，
一カ
件

濯
な
ｔ
●
二
全

■

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
一

一
Ｌ

．
¨
イ
ーー
〓
■
■
二

¨

平
成
二
十
年
七
月
七
日

（土
）
午
後
五
時
二
十

か
ら
、
パ

レ

ス
ホ

テ

ル

東
京
ｌ
Ｆ
グ
ラ
ン
ド
キ
ツ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
ル
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
数
回
は
、
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷

れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
少
し
趣
向
を
変
え
て
、
と
い
う
こ
と
で
パ

―
テ
イ
ル
ー
ム
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
参
加
者

●
麟
――――

‐―――
´
一＝
一ｔ
■
■
一
明

■
■
■
一一■
■

一維
〈

イ
．■

、ヽ
〓
●
●
■
一
一
一　
　
一̈

一
一
Ｉ
一■
一卜

―^‐‐‐
一一■
′、ム
・

名
の
男
性
を
含
め
昭
和
３
３
年
卒
の
佐
瀬
ク
ラ

年
卒
の
工
富
知
子
先
生
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

――‥
■
十
出
た■

●
　
一
■
■
，
Ｉ

Ｉ

・Ｆ
・，
■

一
　
‐１１１，
」――‐

一ヽ

‐

一一
一一・一卜

一
ｒ

Ｉ

．
一

喘
・一

先
生
か
ら
平
成
１
５

方
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
計
二
十
六
名
で
し
た
。
懇
親
会
に
先
立

国
立
病
院
機
構
東
京

（平
成
３
年
卒
）
に

″

一
時
間
の
ご
講
演
を

西
年
十
１
″
―
●
戒
■
，
Ｌ
Ｉヽ１
■

意
外
と
身
近
な
形
成
外
科

″と
い
う
タ
イ
ト
ル

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
形
成
外
科
は
、

ま
た
が
る
非
常
に
広

い
分
野
を
扱
っ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。
症

治
療
、
そ
し
て
手
術
等

に
関
す
る
多
種
多
様
な
ス
ラ
イ
ド
を
提
示
し
な

ら
の
素
晴
ら
し
い
ご

講
演
で
、
出
席
者

一
同
大
変
勉
強
に
な
る
と
と

に
楽
し
ま
せ
て
頂
き
、

た
く
さ
ん
の
質
問
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

ふ
医
療
セ
ン
タ
ー
形
成

外
科
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
医
師
で
か
つ
多
数
の

・を
こ
な
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
女
性
医
師
が
生

し
て
い
る
様
子
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し

ス
ホ
テ
ル
東
京
の
パ

一田
茂
費
会
長
、
飯
野

F~百
~‐

IF
畢

lケ
t

曹

|



去
る
六
月
十
六
日

（土
）
に
行
わ
れ
た

「関
来
良
険
逹
合
鑢
会
」
の
ア
フ
タ
ー
デ
ィ

―
の

″お
卒
し
み
奔
●

″
に
タ
キ
シ
ー
ド
・
黒
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
が
た
く
似
な
う
粋
な

氏
鉾
士
が
颯
え
と
会
場
し
ま
し
た
。
そ
し
て
手
品
を
始
め
た
の
で
す
。
こ
の
人
は
、
何

関
東
晨
践
会
長

‘
押
口
■
賞
七
上
で
し
た
，
全
夫
人

，
行
口
革
先
生

（昭
■

・１
２
年
キ
）

も
ご
一
緒
で
手
品
助
手
を
務
め
ら
れ
た
の
で
す
。
参
か
者
一
日
、
楽
し
い
時
間
を
邊
ご

夫
喝
来
の
拍
手
が
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
し
た
。
（Ｔ
）

７
７
タ
ー
鷲
ィ
サ
ー
・ス
ペ
シ
ャ
ん
。ア
ト
ラ
ク
シ
轟
ン

☆
特
別
出
演

・
押
口
会
長
先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
☆

本
年

『関
東
連
合
総
会
』
懇
親
会
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
『押
田
手
品
ワ
ー
ル
ド
』
の

感
懇
・　
　
　
岩
瀬
　
光

（本
会
幹
事
長
）

毎
回
、
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

声
楽
や
器
楽
の
音
楽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

主
で
し
た
が
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、
マ

ジ
シ
ヤ
ン
押
田
茂
賞
先
生
（昭
和
４
２
年
卒

＋貧
褒
萱
３
の
マ
ジ
ツ
ク
シ
ョ
ウ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
押
田
先
生
は
、
東
北
大
の
学
生
時

代
か
ら
東
北
各
地
の
キ
ヤ
バ
レ
ー
を
始
め

各
地
を
廻
つ
て
い
た
、
い
わ
ば
プ
ロ
の
マ
ジ

シ
ヤ
ン
で
す
。
今
回
は
夫
人

神

田
翠
先
生

昭
和
４
２
年
卒
）
を
助
手
に
従
えヽ
、
見
事
な

手
さ
ば
き
を
見
せ
て
頂
ミ

参
加
者

一
同
感

激
し
て
、
大
喝
采
で
し
た
。

会
長
が

マ
ジ

ッ
ク
ー

昭
和
３
６
年
に
東
北
大
学
医
学
部
に
入

学
し
た
真
面
目
な
少
年
は
、当
時
の
長
町
の

「有
明
寮

（、り
，
ほ
う
り
ょ
う
と

に
入
り
，

［童
謡
を
歌
う
△昌

に
入
会
し
ま
し
た
。

毎
晩
童
謡
を
歌
っ
て
い
た
の
で
す
が
、秋
に

な
つ
て
童
謡
を
歌
つ
て
い
た

一
年
先
輩
か

ら

「手
品
の
助
手
を
や
れ
」
と
命
令
さ
れ
、

「
ハ
イ
」
と
答
え
た
の
が
十
九
歳
の
誕
生
日

で
、
そ
の
後
中
古
の
タ
キ
シ
ー
ド
を
買
っ
て

プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
つ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
医
学
部
学
生
の
傍
●

四
年
間
プ
ロ

マ
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
東
北
放
送

に
出
て
お
り
、
キ
ャ
パ
レ
ー
や
各
地
の
温
泉

な
ど
で
出
演
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ヽ
関

東
艮
陵
同
窓
会
役
員
会
で
ぷ
〓長
が
マ
ジ
ッ

ク
を
や
れ
」
と
決
定
さ
れ
、
そ
れ
で
は

「フ

ン
ス
テ
ー
ジ
百
万
円
の
手
品
を
ど
う
ぞ
，
こ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。今
回
は
最

後
の
ご
奉
公
と
考
え
て
、
里
見
先
生
の
お
祝

の
新
作
と
し

一
緒
に
約
二
十
分
間
の
マ
ジ

ツ
ク
を
抜
露
し
ま
し
た
。
（文
・押
田
茂
買
）

写真上 押田茂責・翠先生ご夫妻の
イキの会つたマジック・シーン

写真下 日本学術振興会理事長ご就任
の里見先生のお祝い

ホ
去
肇
度

釜
歳
三
十
年
度
会
費

金
三
千
円
）
未
納
の
方
は
、
口
封
の

振
込
み
用
紙
に
よ
り
、
ご
納
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
　
一昼
昼
文
部

〒

２

４

７

１
０

０

７

２

鎌
倉
市
岡
本
二
―
二
―

一
―
七
〇
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
＆
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
四
六
七

（四
五
）
〇
二
人
七

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
第
四
十
六
号

平
成
二
十
年
十

一
月

一
日
発
行

逍
悴

永
十

一
蔵
先
生
　
　
　
一

一
月
二
十
七
日
に
押
口
会
長
か
ら
の
逹
薔
で
水
丼
先
生
ギ
』邊
去
さ
れ
た
」ヽと
を
知
り
ま
し
た
。

よ
う
に
昨
年
基
れ
に
は
お
歳
暮
を
預
き
、
お
礼
状
と
返
礼
の
品
を
二
月
に
合
わ
せ
て
お
送
り
し
た

が
、
有
時
も
の
よ
う
に
電
話
で
０
」近
率
が
黒
く
何
と
な
く
胸
駿
ぎ
を
党
え
て
い
た
矢
先
で
し
た
。

後
日
、
．ヽ
』子
息
か
ら
預
い
た
お
手
鎮
に
二
る
と
、
昨
年
十
月
末
に
痛
が
見
つ
か
り
暫
く
λ
院
の
後
十
二

か
ら
ご
自
宅
で
碁
春
さ
れ
、
一
月
十
一
一
に
典
様
の
こ
影
の
前
で
息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
一

二
十
七
日
の
先
生
の
誕
生
口
に
は
、
診
幕
井
の
待
今
室
で
畝
花
式
が
執
り
行
わ
れ
、
数
多
く
の

髪
猜
幣
野
鷲赫三
離
壼
一駐
舞
型
暉
馨
伝
じ
會
ら
れた時
な

す
。
二
年
前
か
ら
は
関
未
豊
合
会
の
役
員
会
の
帰
り
に
、
市
ヶ
本
か
ら
横
浜
市
洋
え
台
の
デ

で
お
義
う
し
た

」ヽと
が
数
口
あ
り
ま
す
。
と量
り）
で
は
い
つ
も
十
年
医
師
の
頃
の
思
い
出
や
ご
子
鳥
た
ら
Ｃ

活
軍
を
楽
し
げ
に
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
鼻
。
た
史
腱
や
か
で
温
か
み
の
あ
る
、
春
氏
輪
蕩
の
言
紫
が

合
う
先
生
で
し
た
。
洋
え
台
‘

晨
讐
で

れヽ
て
四
十
数
年
、
地
式
の
意
看
さ
ん
達
に

群彎
舞
澤
甕
覇
甕
輔
醐
嚢
凝
秘
』
縄
獅

）
、
結
核
基
碁
所
（現
神
奈
川
丁
立
猪
環
器
嗜
吸
器
痛
セ
ン
タ
ー
）
、
京
邦
大
学
夫

第
二
内
料
を
経
て
昭
和
四
十
六
年
四
月
■
在
地
に
開
紫
じ
四
十
数
年
に
波
り
地
域
医
慕
に
尽
力
。

彙

夫
黄

喬

彗

関
量

合
会
顧
可

　

坂
間

見
（昭
わ
４
皐

曇

彗
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